
目的

実施頻度

１．万が一に備えて元栓の位置を確認しておく。

２．ビニールカバーをシャワーヘッド部分からかぶせ、ひもで縛って
　　固定します。
（※カバーは周囲に水をまき散らさないようにするために付けます。）

　　　　　　　実施前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施後

３．ビニール袋の下に排水受のゴミ箱を準備します。

４．準備が完了したら、チェ－ンを下に引いて下さい。
　　チェーンを下に引くと勢いよく水が出ます。（約１５秒程度）
　※１５秒程度過ぎても自動的にシャワーの水が止まらない
　　場合は元栓を閉めて止めて下さい。

５．バケツにたまった水を，排水口に流して下さい。
　　排水口が側にない場合は、台車等の上にゴミ箱を乗せて通水
　　テストを行い、実験室やトイレなどに移動して流して下さい。
※排水は手おけを使用するなどして少しづつ流して下さい。
※茶色の水が出る場合、排水を流し終えた後に数回繰り返して
　　下さい。
※水が止まらない時は元栓を閉めて水を止め、その旨を記載して
　　下さい。
（排水口の詰まりが無いかを確認するのも目的の１つなので、
詰まりがないことを確認して下さい。）

緊急シャワーの点検

最低３か月に１回　　（目標：月１回）

作業手順

研究室等で着衣に着火や薬品暴露があった場合，速やかに消火や暴露を除去するための
設備であることから，緊急時に速やかに使用できつよう定期点検を行う。



ビニールカバー 2m

排⽔受けゴミ箱 65L
すずかけ台で使⽤していたゴミ箱の再利
⽤のため、分別シールが貼ってあるもの
もございますがご容赦下さい。

⼿おけ

点検表⼀式

点検⽅法（参考動画）
   http://www.safety-office.eng.titech.ac.jp/Emergencyshower_testvideo.mp4

 ※ 動画では元栓をひねって⽔を出していますが、シャワーの紐を引っ張れば
   ⽔が出ます。もし紐を引っ張っても⽔が出てこない場合は故障です。

通⽔テスト⽤グッツ


	作業手順



